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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第２四半期
連結累計期間

第52期
第２四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日

自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日

自　平成26年10月１日
至　平成27年９月30日

売上高 （百万円） 15,460 16,836 31,680

経常利益 （百万円） 1,476 1,725 3,099

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 871 1,072 2,092

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,381 905 1,988

純資産額 （百万円） 28,286 28,986 28,593

総資産額 （百万円） 47,189 47,646 45,773

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 56.33 71.73 137.55

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.9 60.8 62.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 154 1,822 589

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,739 △1,577 999

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △3,533 1,026 △4,635

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 7,158 6,906 5,664

 

回次
第51期

第２四半期連結会計期
間

第52期
第２四半期連結会計期

間

会計期間
自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日

自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.19 35.27

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

４．純資産額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を自己株式として計上しております。なお、１株当

たり当期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、当該株式を控除対象の自己株式に含

めて算定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

６．「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、第52期第１

四半期連結会計期間より「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用

し、企業結合会計基準第58－２項（3）、連結会計基準第44－５項（3）及び事業分離等会計基準第57－４項

（3）に定める経過的な取扱いに従っております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、９年半ぶりに利上げを実施した堅調な米国経済に支えられ、

輸出企業を中心に企業業績の回復が見られる一方、中国をはじめとする新興国の成長鈍化が明確になったうえ、原

油など資源価格の急落、世界各地での政情不安など不安定な世界情勢の影響により、先行き不透明な状況がますま

す高まっております。

医療用医薬品業界におきましては、国民医療費抑制の重要施策として、これまで数々のジェネリック医薬品の普

及拡大策が実施され、ジェネリック医薬品市場が拡大してまいりました。平成27年６月には「経済財政運営と改革

の基本方針2015（骨太の方針2015）」が閣議決定され、「後発医薬品に係る数量シェアの目標値については、平成

29年央に70％以上とするとともに、平成30年度から平成32年度末までの間のなるべく早い時期に80％以上」という

新たな目標が設定されました。また、これを踏まえ、同年９月には厚生労働省より「医薬品産業強化総合戦略」と

して、「後発医薬品80％時代」に向け、「国民への良質な医薬品の安定供給」・「医療費の効率化」・「産業の競

争力強化」を三位一体で実現するため、医薬品産業の競争力強化に向けた緊急的・集中実施的な総合戦略が発表さ

れました。また、平成28年４月に薬価改定が実施され、薬価ベースで業界平均5.57％の引き下げが行われました。

当社製商品の薬価引き下げによる影響は7.8％です。

このような状況のもと、当社グループは「Fuji Pharma ブランディング」をテーマとし、独自で付加価値の高い

医薬品ビジネスをグローバルな観点から取り組み、医療に携わる人々や健康を願う人々からの信頼、共感、親しみ

を築き上げ、Fuji Pharma グループの経営理念「成長」と「貢献」の更なる実現を果たし、戦略領域における「ブ

ランド×ジェネリック×ＣＭＯ」の独自相乗発展モデルの構築を進めております。ジェネリック医薬品は、国民医

療費抑制の重要施策として今後も供給数量が増加することが見込まれますが、一方で安定供給への対応や薬価のよ

り一層の引き下げなども想定されるなかで、当社グループとしては、グローバルプレイヤーに対抗できるコスト競

争力の強化、収益性が高いブランド薬、バイオシミラー等へのシフト、グローバル市場への展開、急成長を支える

経営基盤の確立が、喫緊の経営課題であると認識しております。

そのなかで当社は、平成28年１月22日に「生殖補助医療における黄体補充」を効能・効果とする天然型黄体ホル

モン製剤「ウトロゲスタン腟用カプセル200㎎」の製造販売承認を取得し、販売を開始いたしました。生殖補助医

療において、着床や妊娠維持に重要な役割を果たしている黄体ホルモンは、海外の多くの国々で患者様の時間的負

担、身体的負担の軽い経腟投与が一般化しております。本剤は、日本における経腟投与での黄体ホルモン補充を実

現する薬剤であり、近年、特に晩婚化が進むわが国において、産科・婦人科領域の医療に対して新たな選択肢を提

供するとともに、より多くの患者様に貢献できるものと考えております。

営業面におきましては、重点領域である産婦人科領域において、新薬の月経困難症治療剤「ルナベル配合錠ＵＬ

Ｄ」の販売に注力するとともに、不妊症治療剤等の主力製品のシェア拡大を図っております。

放射線科領域においては、従来から販売しているジェネリック造影剤の「オイパロミン注」、「イオパーク注」

及び新薬であるＸ線造影剤「オプチレイ注」に加え、平成27年10月にゲルベ・ジャパン株式会社から販売移管を受

けた欧州でもっとも使用されているＭＲＩ造影剤「マグネスコープ静注」などの販売に注力しております。また、

全国のＤＰＣ（入院医療包括評価）対象病院に向けては、「フィルグラスチムＢＳ注」などを中心に新規開拓・取

引拡大のための営業活動を積極的に展開しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、主に「マグネスコープ静注」など販売移管品の寄与などに

より16,836百万円（前年同期比8.9％増）となりました。利益面につきましては、原材料の調達価格の上昇などに

より売上原価が上昇したものの、売上増加が寄与し、営業利益は1,819百万円（同26.3％増）、経常利益は1,725百

万円（同16.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,072百万円（同23.1％増）となりました。

なお、当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。
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(2)　資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産額は47,646百万円となり、前連結会計年度末比1,872百万円の増

加、純資産は28,986百万円と前連結会計年度末に比べ392百万円の増加となり、自己資本比率は60.8％となりまし

た。

（資　産）

資産の部においては、流動資産については、現金及び預金やたな卸資産が増加したこと等により1,655百万円の

増加、固定資産については、建設仮勘定の増加等により217百万円増加しております。

（負　債）

負債の部においては、流動負債について、賞与引当金や未払法人税等の減少があった一方、１年以内返済予定の

長期借入金の増加等により985百万円増加しております。固定負債については、長期借入金の増加等により495百万

円増加しております。

（純資産）

純資産の部においては、為替換算調整勘定の減少があった一方、利益剰余金の増加があったこと等により392百

万円増加しております。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は6,906百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益1,600百万円に、減価償却費833百万円、仕入債務の増加額729百万円などを加える一

方、たな卸資産の増加額655百万円、法人税等の支払額528百万円があったこと等により、営業活動による収入は

1,822百万円（前年同期比1,668百万円の収入増）となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入163百万円等があった一方、有形固定資産の取得による支出が1,477百万円あった

こと等により投資活動による支出は1,577百万円（前年同期は1,739百万円の収入）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出が460百万円、配当金の支払額359百万円があった一方、長期借入れによる収入が

2,000百万円あったこと等により、財務活動による収入は1,026百万円（前年同期は3,533百万円の支出）となりま

した。

 

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、867百万円であります。なお、当第２四半期連結累計

期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,220,000

計 28,220,000

 

②【発行済株式】

種　類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成28年３月31日)

提出日現在
　発行数（株）
(平成28年５月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内　容

普通株式 15,626,900 15,626,900
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数 100株

計 15,626,900 15,626,900 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成28年１月１

日～平成28年３月31

日

－ 15,626,900 － 3,799 － 4,408
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（６）【大株主の状況】

  平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

三井物産株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目１－３ 3,437 22.00

有限会社ＦＪＰ
東京都足立区鹿浜１丁目９－１１

第３さくらコーポ７０４号
2,166 13.86

今井　博文 東京都文京区 2,026 12.97

新井　規子 東京都練馬区 620 3.97

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

(信託口)
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 577 3.70

今井　道子 富山県富山市 423 2.71

RBC IST 15 PCT NON LENDING ACCOUNT 　

(常任代理人　シティバンク銀行株式会社)

7TH FLOOR, 155 WELLINGTON STREET

WEST TORONTO, ONTARIO, CANADA, M5V

3L3

(東京都新宿区新宿６丁目２７－３０)

385 2.47

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

(信託口)
東京都港区浜松町２丁目11－３ 300 1.92

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND

(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO)

(常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U.S.A.

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

279 1.79

富士製薬工業　従業員持株会 東京都千代田区三番町５番地７ 201 1.29

計 － 10,416 66.66

（注）１　千株未満は切り捨てております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第三位以下を四捨五入して記載しております。

３　上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数

は、すべて信託業務に係るものであります。

４　当社は、自己株式643千株（発行済株式総数の4.12％）を所有しておりますが、上記大株主から除外しており

ます。

５　上記のほか、役員向け株式交付信託の信託財産として、三井住友信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が24千株保有

しています。なお、当該株式は四半期連結貸借対照表において自己株式として処理しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － 　－ 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　643,700 － 　　　　　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　 14,980,800 149,808 －

単元未満株式 普通株式　　　　2,400 － 　　　　　－

発行済株式総数 15,626,900 － －

総株主の議決権          － 149,808 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」における普通株式には、役員向け株式交付信託が所有する当社株式24,015株

（議決権個数240個）を含んでおります。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式22株を含んでおります。

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

富士製薬工業株式会社
東京都千代田区三番町

５番地７
643,700 － 643,700 4.12

計 － 643,700 － 643,700 4.12

（注）当第２四半期会計期間末における自己名義所有株式数には、役員向け株式交付信託所有の当社株式数（24,015株）

を含めておりません。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

なお、当四半期会計期間末後の平成28年4月1日において、次のとおり役員の異動がありました。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏　名 異動年月日

代表取締役　会長 代表取締役　社長執行役員 今井　博文 平成28年４月１日

代表取締役　社長
兼、事業開発部長

取締役　執行役員
事業開発部長

武政　栄治 平成28年４月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,158 6,400

受取手形及び売掛金 12,337 12,507

有価証券 506 506

商品及び製品 4,633 4,903

仕掛品 2,222 2,234

原材料及び貯蔵品 4,540 4,896

未収入金 260 189

繰延税金資産 478 324

その他 583 411

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 30,714 32,369

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,573 4,213

機械装置及び運搬具（純額） 1,472 1,308

土地 887 851

リース資産（純額） 2,168 2,011

建設仮勘定 1,407 2,496

その他（純額） 109 128

有形固定資産合計 10,618 11,009

無形固定資産   

のれん 2,662 2,251

その他 1,213 1,326

無形固定資産合計 3,876 3,577

投資その他の資産   

投資有価証券 108 218

繰延税金資産 351 367

その他 104 104

投資その他の資産合計 564 690

固定資産合計 15,059 15,277

資産合計 45,773 47,646
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,102 6,818

1年内返済予定の長期借入金 921 1,921

リース債務 340 345

未払法人税等 547 389

賞与引当金 742 553

役員賞与引当金 13 6

返品調整引当金 26 13

その他 2,294 1,925

流動負債合計 10,989 11,974

固定負債   

長期借入金 2,575 3,114

リース債務 2,052 1,882

退職給付に係る負債 994 1,041

その他 569 647

固定負債合計 6,190 6,686

負債合計 17,180 18,660

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,799 3,799

資本剰余金 5,023 5,023

利益剰余金 20,669 21,212

自己株式 △1,504 △1,488

株主資本合計 27,988 28,547

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 20 27

為替換算調整勘定 594 418

退職給付に係る調整累計額 △10 △8

その他の包括利益累計額合計 604 436

非支配株主持分 1 1

純資産合計 28,593 28,986

負債純資産合計 45,773 47,646

 

EDINET提出書類

富士製薬工業株式会社(E00975)

四半期報告書

11/21



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 15,460 16,836

売上原価 9,039 10,085

売上総利益 6,421 6,751

販売費及び一般管理費 ※ 4,981 ※ 4,931

営業利益 1,440 1,819

営業外収益   

受取利息 1 4

為替差益 29 －

受取手数料 0 1

受取補償金 1 2

業務受託料 5 1

その他 27 9

営業外収益合計 66 18

営業外費用   

支払利息 19 23

売上割引 5 3

為替差損 － 83

その他 5 1

営業外費用合計 30 112

経常利益 1,476 1,725

特別利益   

固定資産売却益 0 0

補助金収入 46 46

特別利益合計 46 46

特別損失   

固定資産売却損 － 13

固定資産除却損 1 126

固定資産圧縮損 36 31

特別損失合計 37 171

税金等調整前四半期純利益 1,485 1,600

法人税、住民税及び事業税 340 387

法人税等調整額 274 140

法人税等合計 614 527

四半期純利益 871 1,072

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 871 1,072
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

四半期純利益 871 1,072

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12 6

繰延ヘッジ損益 6 -

為替換算調整勘定 489 △175

退職給付に係る調整額 1 1

その他の包括利益合計 509 △167

四半期包括利益 1,381 905

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,381 905

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,485 1,600

減価償却費 874 833

のれん償却額 154 135

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △294 △188

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15 △6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 44 51

受取利息及び受取配当金 △1 △4

支払利息 19 23

為替差損益（△は益） △29 △3

固定資産除却損 1 126

売上債権の増減額（△は増加） 136 △188

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,385 △655

仕入債務の増減額（△は減少） 1,054 729

その他 △189 △68

小計 856 2,385

利息及び配当金の受取額 △2 1

利息の支払額 △34 △36

法人税等の支払額 △665 △528

営業活動によるキャッシュ・フロー 154 1,822

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △797 △1,477

有形固定資産の売却による収入 2,508 163

無形固定資産の取得による支出 △7 △208

投資有価証券の取得による支出 - △100

補助金の受取額 36 46

その他 △0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,739 △1,577

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,503 -

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,015 -

長期借入れによる収入 - 2,000

長期借入金の返済による支出 △460 △460

配当金の支払額 △375 △359

リース債務の返済による支出 △177 △153

その他 △0 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,533 1,026

現金及び現金同等物に係る換算差額 118 △29

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,521 1,242

現金及び現金同等物の期首残高 8,680 5,664

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,158 ※ 6,906
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針

を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減し

ております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん207百万円が減少するとともに、利益剰余金169

百万円及び為替換算調整勘定38百万円が減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ11百万円増加しております。

 

（追加情報）

（役員向け株式交付信託について）

当社は、中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的として、当社の取締役（社外取

締役を除きます。）及び執行役員（株式交付規程に定める受益者要件を満たす者）を対象とした業績連動型株式

報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入しております。当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等

に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26

日）に準じて、総額法を適用しております。

（1）取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として設定した信託を通じて当社株式（当社普通株式。以下同じ）を

取得し、取締役等に対して、当社取締役会が定める役員等株式交付規程に従って、その役位及び業績に応じて

付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式及び金銭を毎年交付する株式報酬制度であります。取締

役会は、役員等株式交付規程に従い、平成27年から平成29年までの毎年11月に、ポイント算定の基礎となる金

額を決議し、それに応じた株式を、毎年12月に交付いたします。

（2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付属費用の金額を除く）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度69百万円、31,200株、当第

２四半期連結会計期間53百万円、24,015株であります。

 

（法人税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以降に開始する連結会計年度

から法人税率等の引き下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債を計

算する法定実効税率を、平成28年10月１日に開始する連結会計年度及び平成29年10月１日に開始する連結会計

年度において解消が見込まれる一時差異については32.30％から30.86％に、平成30年10月１日以降に開始する

連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については32.30％から30.62％に変更しております。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は 41百万円減少し、法人

税等調整額は 42百万円増加しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
　　至 平成27年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
　　至 平成28年３月31日）

給料及び賞与 975百万円 1,058百万円

研究開発費 958 867

賞与引当金繰入額 362 326

退職給付費用 60 59

役員賞与引当金繰入額 8 6

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成28年３月31日）

現金及び預金勘定 6,652百万円 6,400百万円

有価証券 506 506

現金及び現金同等物 7,158 6,906
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年10月１日　至平成27年３月31日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月19日

定時株主総会
普通株式 375 24 平成26年９月30日 平成26年12月22日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月13日

取締役会
普通株式 299 20 平成27年３月31日 平成27年６月１日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成27年３月31日現在で役員向け株式交付信託が所有する当社

株式31,200株に対する配当金0百万円が含まれております。

 

(3）株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成27年２月10日開催の取締役会決議に基づき、自己株式643,500株の取得を行いました。

なお、当該株式の取得は、株式売却による株式市場での需給への影響を回避するとともに、経営環境の

変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とする観点から、実施したものであります。

また、役員向け株式交付信託により31,200株の自己株式の取得を行いました。

この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が1,503百万円増加し、当第２四半期連結会

計期間末において自己株式は1,504百万円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年10月１日　至平成28年３月31日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月18日

定時株主総会
普通株式 359 24 平成27年９月30日 平成27年12月21日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成27年９月30日現在で役員向け株式交付信託が所有する当社

株式31,200株に対する配当金0百万円が含まれております。

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日

取締役会
普通株式 314 21 平成28年３月31日 平成28年６月１日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当金の基準日である平成28年３月31日現在で役員向け株式交付信託が所有する当社

株式24,015株に対する配当金0百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 56円33銭 71円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 871 1,072

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
871 1,072

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,470 14,956

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当第２四半期連結累計期間の株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託に残存す

る自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に

含めております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当該信託口が保有する当社株式の期中平均株式数は26,513株、期

末株式数は24,015株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成28年５月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………314百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………21円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年６月１日

（注１） 平成28年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

（注２） 中間配当による配当金の総額には、この配当金の基準日である平成28年３月31日現在で役員向け株式交付

信託が所有する当社株式24,015株に対する配当金0百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年５月13日

富士製薬工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮本　敬久　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大瀧　克仁　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士製薬工業株

式会社の平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年１月１日から

平成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士製薬工業株式会社及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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